

























































名称I 開年度設 登録 通所 響害金者爾 主制対区"象カ句区判sc歩6のa所中a在、D鶴区)岡lI 人数 入主主 一一一一
s 11984 83 78 181 18 
トー ー
M 日間 84 4s 15 15 港、商、中川、瑞稽
ーー←ー -ー
011985 M 76 25 18 守山、東、北、千種 ( 
E 19臣16 75 6 m 15 中村、中、西、瞭日
十一一一





































































男 女 言十 男 女 富十
l人暮らし 217 912 16 18 
犬錦のみ 414 81 6 1 7 
単身両陪*1 01 7 71 5 13 18 
夫婦同居*2 1 3 4110 6116 






























あi殆 不 メじトZ、り 日 々 まど 明 H 
ん あ あ りな
るる な L、
L 、培lm128 四


















年 百 百 不 s 、
qJZ 万 万 百 百 明 言f
円 l司 万 万
未 台 円 円
満 台 以
上
f生 男 お 40 71-20 1∞ 
jlJ 
女 48 21 71 5 19 1∞ 
1人暮らし 48 26 71 4 15 1∞ 
家
族 夫婦のみ 20 3 m 幻 l∞ 
形態 単身お腹 ω 16 41 8 12 l∞ 
夫婦問苦 30 40 30 1∞ 


























1:t あ IL 時 し 頼
他そのI 不明 合と b 、ち 々 i耳 み 子ロ ~ 
ん 犬、ー iÌ~ 訪 し 事
どfてコ 穏 問 ば で
無 程 度 訪 き
し 度 間 る
性 男 43 10 3117 7117 31 1∞ 
Bリ
女 21 17 7幻 7116 712 l∞ 
家族形Iトl一夫l人婦一暮の一みら一し 15 到418 1 'J7 1∞ ト一一
幻 7 20 20 13 13 1∞ 
'有~.吉、 単身同苦 4 m 8120 414 1∞ 
夫婦問居 30 川1025 10 51 5 1∞ 






































サ 送 入 食 生 臼休 ク家 そ
i迎 浴 事 活 常 養 ラ族 の
ビサ サ サ f旨 動 ブF 介 {也
ス| |導 作 活 護
種 ピピ ビ 百H 動 教 不
類 スス ス 練 { 主 明















毎日 317 6 
週l回以上 幻 39 38 
月1回以上 30 35 3 
月l回未満 30 17 n 
















ト←ー 卜一一 」一ー一 一普通に元気 3 8111 8121 m 1 m 
病気がち 515 518 13 5 13 
病気である 3 7110 716 13 10 13 お|
その{也 1 1 1 213 1 1 4 12 
言十 7121 28 23 36 59 30 57 87 
表8 身体不自由な部位別人数(%)
な 上 下 緩 屑 目 耳 歯 他
し肢 肢
トー
男 20 40 57 23 7127 23 13 m 
女 18 32 61 28 4137 18 26 5 































自 自力 介助 不 合
立 明 自十




男 80 3110 7 1∞ 
食
事 女 81 14 5¥- 1∞ 
全 81 10 3 ¥ 6 l∞ 
決 男 臼 14 3117 
顔
歯 女 75 14 217 
研
き 二A乞、~71 14 3110 
男 67 10 6 17 川
排
池 女 75 16 9 l∞ 
全 72 14 2112 1∞l 
平 男 幻 30 10 13 1∞i 
商
移 女 67 26 71- l∞ 
動
会 関 28 319 1∞ 
男 53 717 3 1∞ 
着
替 女 72 16 2110 1∞ 
え
ゴ，、ニ 6 13 3118 l∞ 
華社 男 53 717 33 1∞ 
は
き 女 68 12 4 12 i 4 ∞ 一0「かえ与 全 63 10 5 勾E」
前後，女1割程度である O 入浴関連動作について















自 自力 介助 iT 不 B 
立 わ 明
度 金医立ヨB な ニ人乞 な
通 ん 部 昔日 い
と
か
男 43 7110 幻 3¥- l∞ 
脱
衣 女 59 21 2114 212 1∞ 
全 M 16 5122 21 1 1∞ 
身 男 30 7幻 3 31- 1∞ 
体
を 女 56 19 5116 212 l∞ 
洗
う 全 47 15 13 2 21 1 l∞l 
性 男 30 3120 4 3一 l∞ 
別
女 49 12 5幻 215 l∞ 
洗 1人暮らし ぬ 1 1 1 81 1∞l 
髪 家
族 夫婦のみ 20 7113 53 71- 1∞ 
形
態 単身同居 36 16 4136 414 1∞ 
夫婦屑賠 45 15 40 1∞ 
全 43 9110 32 214 l∞i 
表12 使用補装具別，男女別人数(%)
な 手 電 歩 杖 下 特 限 補 総 ポ ポ し そ
し 動 動 fI 装肢 殊 銭 聴 入 び の車 車 器 寝 器 れ タ タ ん 他
L 、b、 兵 台 歯 プ プ
す す Jレ Jレ
浴 使
槽 器
男 3143 3110 53 3110 47 3137 幻 3 
女 9112 18 46 512 46 9139 19 2112 




















使 使 現 ~ {吏 使 不 合
用 つ 在 後 う b 、明 言十
状 ~C 使 使 必 た
況 い い い 要 く
る た た な な
い い し い
男 13 3釘 10 71 1∞ 
車
い 女 513 2153 21 16 1∞ 
す
全 81 2 2158 17 13 l∞ 
男 71- m 13 13 1∞ 
歩行 女 51- 58 18 19 1∞ 
器
全 61- 61 16 17 l∞ 
男 47 313 40 314 1∞ 
車
い 女 10 51 23 16 1∞ 
す
全 お 1 1 1 47 16 12 l∞ 
男 71- 70 13 10 1∞ 
歩
fr 女 14 2一 51 17 16 1∞ 
器
全 12 11-57 16 14 1∞ 
表14 自宅における日常生活動作
の姿勢別，男女別人数(%)




男 30 ω 313 13 
脱衣 女 53 18 14 2114 
全 45 32 10 2114 
男 70 30 71 3 
食
事 女 65 3 7 
全 67 32 216 
男 30 47 30 313 
着
替 女 日 28 14 一12 え
全 4 35 20 11 9 
靴 男 17 釘 17 3 
は
き 女 30 42 16 14 
か
え 全 25 51 16 10 
」
表15 姿勢変換能力別，男女別人数(%)
姿 自力 介助 不 沖c、
勢 号月 富十
変換能
普 な 手 一全




男 30 3 717 m 31 1∞ 
女 56 30 2ー 9 311∞ 
座
位 全 47 31 412 13 31 1∞ 
平 男 幻 m 20 10 24' 31 1∞ 
座
位務 女 47 26 912 12 41 1∞ 
4座
位 全 39 U 13 5116 31 1∞ 
平 男 17 23 24 10 お 31 1∞ 
座
位4立
女 42 18 21 14 51 1∞ 
位 全 3 m n 3117 51 1∞ 
務座 男 20 3 20 7120 l∞ 
位4立
女 日 23 14 215 31 1∞ 
位 全 41 幻 16 4110 21 1∞ 
表16 正座できる男女別人数とあ
ぐらをできる男の人数(%)
自 普 短 で 不 合
立 通 時 き 明 富十




男 17 20 ω 31 1∞ 
正
座 女 45 16 39 1∞ 
全 36 17 46 1 1 1∞ 















移 自 つ 手 見 歩 杖 手 E転 電 い 身 そ
動 立 か を 守 fy 歩 動 い 動 ざ 体 の
方 歩 ま ヨ! 勺 器 行 車 す 牽 る を {也
法 1 丁 り か れ 歩 介 b 、 抱
歩 れ て 1 す 助 す え 不
き て 歩 自 移 自 り 明
歩 1 カ 動 カ れ
行 る
男 27 43 3 13 717 13 
臼
宅 女 56 28 41 2 4116 41- 717 
内
ノニL、46 3 31 1 2115 215 51 S 
男 17 3110 10 47 17 37 31- 713 
屋
41 外 女 42 215 4116 32 21 9 
会 3 217 2114 37 7118 11- 213 
D 男 17 27 31 3 37 13 幻 713 
S 
C 女 51 18 21 2116 21 4 
牢
全 39 21 1126 6120 
*デイ・サービス・センター
表18 自宅内と外出の移動方法別人数(%)
屋外捗動 全体 自 つ 手 見 歩 杖 手 車 電 身方法 立 か を 守 行 歩 動 b、動 体
歩 ま ヨlり 器 i'f 車 す 車 を
i'f り か れ 歩 b、介 L、抱
歩 れ て i'f す 助 す え 不
屋移致内方法 きて 歩
自移 自 ら明
歩 i'f カ 動 カ れ
行 る
全体 I∞ 3 21 7 2114 'Jl 7118 1 1 2 
自立掛子 46 3 1 2 I1 6 91 1 




杖樹子 15 1 1 1 2111 21-
手動車いす自力 2ー 21 1 
車いす介戚移動 51- 1 5 
いざり 51- 2ー






内では，男 3割弱， 女 6割弱であるが，屋外で
表19 老人住宅を車いすや歩行器で移動
できる必要度別，男女別人数)(%) 
絶対 か で あ
p主、不
な き ま 明
必 りれ り必・
要 必 (;f 必 要 そ
要 良 要 な のむ、 な い 他
L、
男 43 13 幻 17 1∞ 
女 お 17 32 10 4114 1∞ 
ヰハ、 30 16 30 13 219 l∞ 
表20 段差乗り越え，階段昇降
能力別，男女別人数(%)
自力 介助 不 会
明 計
立主a事z な 手 一全
通 ん す 音F音F
と 婆り由、
浴 男 17 17 m 20 23 31 1∞ 
糟
出 女 47 16 16 14 711∞ 
入
り全 幻 16 17 7117 61 1∞ 
段 男 10 20 お 7お 71 1∞ 
差
15 女 40 19 21 41 9 71 1∞ 
αn 
全 30 19 25 5114 71 1∞ 
段 男 7110 37 13 27 61 1∞ 
差
30 女 32 21 19 3118 71 1∞ 
αn 
全 23 17 25 7121 71 1∞ 
F昔 男 7110 43 10 幻 31 1∞ 
段
昇 女 28 5133 2116 16 l∞ 
降















転 戸1、 少 時 よ そ 不 会
倒 くし 々 くの 8耳 言十
な あ あ あ 他
い る る る
平 男 3 幻 17 7120 1∞ 
坦
平 女 40 26 19 914 21 1∞ 
函
11 1∞| 上 全 38 25 19 81 9 
男 23 17 3 7120 1∞ 
川段 女 3 25 26 9 5 2 差




使 和式便器 洋式 ポ し お そ用 便器 4、便器 び む の
イ更 タ ん -っ 他
器 手 手 手 手 手 手 フ。
す す す す す す 1ノ 不
り り りり り り便 明
無 付 無 付 無 fサ 器
しき しき しき
自男 20 7133 21 313 13 1 71-
宅
尽 女 28 32 28 512 51 4 
間
全 25 2132 28 81 7 612 
自 男 13 3お 20 20 幻 7110 
宅
夜 女 幻 30 お 14 215 5 
間
全 m 1128 23 16 916 7 
自男 10 13 13 m 31 10 13 
宅
病 女 21 23 18 14 41 5 18 
気












































ひ 家 そひ 家 そ ひ 家 そ
と族 のと 族 の と族 の
りと 他 りと 他 りと 他
で で で
Iλ暮らし 1∞ 93 7196 41-
夫婦のみ 幻 73 7幻 73 13 80 T 
単身同居 4 60 4152 52 36 64 
対嗣居 20 80 15 85 5195 






















































































全 一1i-不 全 一で 不明 自 誰 面|部 部 わ 明 音日 部 き 分 ヵ、li-行 な で で tJ. で に
つ う い き き い li-綴
る る う む
男 10 3幻 1 17 63 3117 83 
掃
除 女 3 21 46 39 25 3 3153 4 
全 25 15 ω 31 2 4 3140 58 21 
男 13 4183 20 13 ω 7117 83 
洗
濯 女 49 16 35 M 19 23 4158 幻 5 
全 J7 1 52 42 17 36 5144 53 3 
男 13 10 7 m 17 ω 3113 87 
調
理 女 47 14 39 M 12 32 2160 幻 3 
全 35 13 52 43 14 41 2144 54 2 
食 男 17 3100 m m 57 '3 13 87 一
後
31 片付 女 51 16 3 56 17 25 2167 30 
け 全 39 12 49 4 18 36 2148 印
男 13 7100 17 13 67 3117 0 3 
買
物 女 3 18 49 幻 17 4 2154 42 4 
全 26 14 ω 30 16 52 2142 5 3 
ふ 男 13 4 83 10 14 73 3120 0 
と
ん 女 23 10 65 2 25 16 56 3146 49 51 
干




















全 一li-J且K 一で 不 自 E住 不
音F行部 わ itB 部 き 明 分 か 明行 江 で で な で に
う つ い き き い li-頼
る る う む
1人暮らし 48 19 3 56 18 n 4159 幻 4 
掃 夫婦のみ 13 14 73 13 27 ω 幻 73 
除
単身同居 m 16 64 m 20 52 4 52 4 
夫婦問書 10 10 0 15 25 回 10 20 ω 
1入幕らし 70 15 15 74 15 417 74 n 4 
洗 夫婦のみ 幻 7釘 3 20 47 幻 73 
濯
単身同居 32 16 52 36 16 48 4 48 8 
夫欄覗 515 90 15 20 5 10 15 85 
l人暮らし 89 1 m 1 89 1 
調 夫婦のみ 20 m ω 幻 3 40 幻 73 
理
単身慣賠 8116 76 24 12 64 32 60 B 
夫婦同居 10 5185 15 5170 10 10 90 
食 l入幕らし 89 71 4 m 1 89 1 
事
の 夫婦のみ 幻 13 ω 幻 3 40 幻 73 
後片付 単身同居 16 20 64 28 16 56 40 52 8 
け 夫婦司居 10 5185 15 m 日 10 20 0 
1人暮らし 59 19 2 63 2 15 82 19 
資 夫婦のみ m 13 67 幻 7167 m 80 
物
単身同居 12 16 72 12 20 68 40 52 8 
夫婦寅賠 515 90 10 10 70 10 5190 5 
l人暮らし 48 1 41 4 19 幻 70 30 
と 夫婦のみ 13 13 73 7120 73 m 80 
ん
干 単身同居 4、48 81 8 80 4128 60 121 
し






































生 老 老 そ A 口
涯 人 人 の 言f





性別 男 93 71- 1∞ 
女 77 14 217 1∞ 
1人暮らし 74 18 41 4 1∞ 
家
族 夫録のみ 87 13 一一1∞ 
形
態 単身同居 m 12 一81 1∞ 
夫混同居 95 一51 1∞ 





























A身白辺宅内自立は 半B身臼自辺力宅移内自動立は c!ot身辺fI¥jf助 D助寝身辺たま全たき介はり
E痴呆
自立樹子
男女 計男 女計 男女 計男 女 計男 女計
l入幕らし 1 ¥ 1 121 1 51 6 2 ¥ 1 91-
夫婦のみ 1 1 2 311 31 2 512 1 3 31- 3 
単身同居 -16 6ー 111 1 1 81- 11 1 415 9 
夫繍司居 -13 31 3 1 4 61 1 11 1 1 2 113 4 





















































































































































































































































































































































































自 民 的公 そ s-ヨ己 間 の 百十
所有 賃 賃貸 他貸
一戸建て 48 11 1 3 53 
貸家応錆付住宅 10 41- l 15 
集合住宅 8114 2
1 
長屋その他 315 10 
全体 61 18 16 5 1 1∞ 
表29今後の居住場所希望別，男女別，
家族形態別人数(%)
自 民 公 そ
己 間 的 の
戸万 賃 賃 f也
有 貸 貸
l人暮らし 4 30 26 l∞ 
{ 主氏
族 夫婦のみ 3 27 n 71 1∞ 
形
山肯宮、 単身同居 72 12 4112 1∞ 
夫婦同居 95 51- 1∞ 










































































































































































































































































































































































































文2: 19叩年「国民の福祉の動向Jp. 177. 
Key Words (キー・ワード)
Day Service Center for the Elderly (デイ・サービス・センター)， Barrier Free 
Housing Environment (バリア・フリー住環境)， Community Care Service System 
(在宅ケア・サービス・システム)， Improvement of Housing (住宅改造)
野村・長倉:高齢者の住環境に関する研究
RESEARCH ON THE HOUSING ENVIRONMENT OF THE AGED AT HOME 
EXAMPLES OF FOUR DA Y SERVICE CENTERS IN NAGOY A CITY 
Midori Nomura* and Yasuhiko Nagakura料
Tokyo Metropolitan colIege of aIlied medical sciences **Tokyo Metropolitan University 
白 mprehensiveUrban Studies， No. 42， 1991， pp. 47-69 
81 
For this study， we ccnducted an interview survey on 87 aged people connected to “day service 
centers with special nursing facilities" in Nagoya. They were interviewed either at their homes or at 
the center， some directly and others through family members living with them. Careful analysis of the 
五ndingson their mode of living at home and their actual needs for services was aimed ad finding ways 
to develop a better community care service system and creating an barrier free housing environment. 
Each of the 87 aged people had their own particular needs. Some come to the center only to take 
a bath. Others cannot go out freely and look to the center for diverson and comfort. Since they have 
different needs， itis important to line up a talented staff speciaIizing in diverse services. 
More than half of those living alone need home.help services and some of them can in fact not take 
care of themselves. Most of the people taking care of the aged， are themselves no longer young; this 
is not only the case with their spouses， but also their children. To reduce their burden， building up 
care services is indispensable. 
At the same time， responsible care service cooperators able to respond warmly to such diversi五ed
needs as home.help service， meal service， a short stay when requested， transportation service to the 
hospital and visiting doctors and nurses， must be guaranteed. Many more people than we imagine suffer 
impediments 01' have di伍cultiesstanding on their own feet because of some falling accident. Therefore， 
obstacles in the domestic environment must be eliminated and inprovenent of housing and use of 
rehabilitation facilities encouraged， allowing the aged to maintain their inpependence at home and 
reducing the burden on their family members. 
